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〔話題〕 英・独整形外科学会およびイスラエルにおける
国際整形外科学会に出席して
筆者は昨年 9月中旬よりロンドンでのイギリス整形外
科学会および、西ベルリンでのドイツ整形外科・災害外科
学会に出席し， さらに 10月9日よりイスラエJレで開催
された国際整形外科・災害外科学会に出席し，教室の脊
椎外科に関する研究の発表を行なってきた。晩秋のロン
ドン，西ベルリンから一挙に真夏を想わすイスラエノレへ
とあわただしい旅行であったが，わが国の整形外科を外
からながめその進路を考える機会を得た点で有意義な旅
行であった。
イギリス整形外科学会は 9月 20日より 3日間， ロン
ドンのハイドパークのほとりにある，古い Grossvenor 
Houseで行なわれた。学会前日の夕方 Roya1College 
of Surgeon，で行なわれた NormanCapnerの脊椎侵
襲路に関する記念講演 (Bradshaw lecture) は演者と
学会長老が楯を捧げ持ち司祭のような帽子とマントにて
威儀を正し，全員起立してこれを迎えるという，いかに
も英国人らしい儀式にはじまる講演であった。 Capner
の講演中，わが国の伊藤名誉教授 (1934)の業績を高く
評価したとき，筆者は化学療法もない，また麻酔法の不完
全な時代の当時の椎体直達手術に思いをはせ，同じ脊椎
外科を専攻する後進の l人として感銘をもってこの講演
を聞いた。学会そのものは一転して大変質素で実質的に
運営されており， ドイツ整形外科学会とは好対照であっ
た。 1時間 3題位の演題で全般的にゆっくりと時間をと
っている。ただ内容は目新らしいものは少なく Mckee-
Farrar，Harris の Stanmore total hi p prosthesis 
および Hodgsonの Halo-Pelvic traction などの発
表が目立つ程度であった。出席者が数百名で，筆者には
若い医師が比較的少ないように感じられたが，反面若い
人向きの英国の卒後教育は学会とは独立して効果的に行
なわれているようである。筆者は他日 RoyalNational 
Orthopaedic Hospita1 を訪れたが， 折柄開かれてい
た congenital disease の公開講座に出席する機会
を得た。 20名より 30名の若い医師に対し午前中より 
X-ray meeting，pathology conferenceが行なわれ，
午後は Stanmore の Country Hospital で，人工
膝関節置換手術が行なわれ，夜は 6時よりあらためて
侍千葉大学医学部整形外科教室教授 
Shunichi INOUE 
井上 駿一* 
clinico・pathologicalconference，Soft tissue tumor 
の病理が夜 10時迄 Sisson教授と Ackerman教授(ワ
シントン大学)など世界一流の学者により，がっちりと
行なわれている現状を見て，羨しく感じた次第である。
各地の大学，学会でも同じようなスケジューノレが年聞を
通じて行なわれている。このことは何も整形外科に限っ
たことでなく，現在 Queens Square の Institue of 
Neurologyで neurology，neuro圃 radiologyの卒後教
育コースを履習している本学精神科の服部孝道君の話と
彼の学識に接していると，いかにこの国の卒後教育が充
実しているかが想像できた。この点わが国の整形外科学
会は残念ながらなお専門医制度が発足していないので一
挙にシステム作りが無理としても，地域的に近い大学が
協力しあえばこの英国式の卒後教育はすぐにでも実行に
移せるひとつの方法ではないかと考えられた。
ドイツの整形外科学会は西べ、Jレリン KongressHalle 
にて 9月 27日より 30日まで開催された。主題 (Haup-
tthema) には膝軟部損傷， 関節固定術， 変形性膝関節
症が選ばれ， 円卓討論 (Rundtischgesprach) として
外傷後膝水腫，特別交見 (Expertengesprach) に全関
節置換術 (Alloarthroplastiken) と筋動作学 (Mト 
oelektrik)， シンポジアムとして研究班別に Osteo-
synthese，Rehabilitation，理学療法と体操療法，学童
の机と椅子の問題といった題目が盛りたくさんにとりあ
げられていた。意外に感じたのは圧迫プレートによる 
Osteosynthese に関する基礎的臨床研究がシンポジア
ムにあったことで，お隣りのスイスの Muller 一派に
よりはじめられたこの方法は Arbeitgemeinschaftfur 
Osteosyntheseの頭文字をとり AOプレートとしてわ
が国ではすでに有名で、ある。強固な金属と圧迫力により
骨折の治療期間を著しく短縮せんとする画期的方法とし
て，すでに数年前わが国では熱病のように広まった。し
かし再骨折という問題もあり現在では反省期に入り，
功罪についてのやかましい議論がある。ところがこの 
Osteosynthese に関しバイオメカニクスなどの基礎的
研究にはじまり，ありとあらゆる骨折への応用，果ては
小児大腿骨骨切り手術，鎖骨骨折にいたるまで，このプ
レートの応用を見せる演者などを見て，数年前のわが国
整形外科学会を再び見る思いがした。わが国の整形外科
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学会の方が進歩が早すぎるのか， ドイツ人の方が目新ら
しいものにすぐ飛びつかず，着実すぎて進歩を取り入れ
る時相が遅れるのか理解に苦しむところであった。やた
らに討論時聞が長く，老教授が獅子肌するのを見ている
と，いかにもドイツらしいと感じたが，長髪のリラック
スした恰好の青年医師が負けずに討論に加わるのを見る
時，矢張り時代の移り変わりを感じたのであった。 
SICOT 12 (Societe Internationale de Chirugie 
orthopedique et de Traumatologie) I国際整形外
科，災害外科会議は 10月9日より 13日までイスラエJレ
のテJレアビブ (Tel-Aviv) にて開催された。 Frederic 
Mann Concert Hallの学会開会式でわれわれを迎えて
小中学生の合唱団が国歌を歌ってくれたが，それは「わ
れらパピロンの河のほとりにすわりシオンを想いいでて
涙をながしぬ……Jのかの有名な悲劇の歌が示すよう
に，紀元前 6世紀より繁栄と荒廃，漂泊と流浪をくりか
えし， 1948年，ようやく独立をかちとった民族の喜びを
如実に示すような感動的な斉唱であった。テルアピブは
地中海の波が長い海岸線を洗う美しい町であるが岡本事
件もあり空港出入国の際は物々しい緊張感につつまれ
た。しかし圏内の治安は非常に良く，対日感情がよいの
には戸惑った位であった。男子で 2年， 女子で 20ヵ月
の徴兵がある故か，勤勉な国民で夜遅く町にうかれる男
女の姿もほとんどない。さて学会には全世界中より約 
2000人の整形外科医が集ったと言われるが市の中央の
松林の中の congresshall で 17会場にわかれ， sym-
posium，round table discussion，free paper，film， 
sound slide，exhibition が行なわれた。 symposium
の主なテーマは悪性骨腫蕩治療の最近の進歩，ぺJレテス
病， リウマチ手，人工股関節とバイオメカニクス，血友
病の外科，骨の老化，ポローゼ，末梢神経損傷の外科な
どであり roundtableには腰痛の保存治療，脊椎とり
症，椎体前方固定，切断肢再接着， spina bifidaにお
ける股外科，同種関節移植，脂肪栓塞，変形性膝関節症
の外科，痘性麻庫手の治療，強直性脊椎炎の外科，肘関
節全置換術，腰痛のキモパパイン療法，母指化手術の適
応，救急医療の組織作り，整形外科医の卒後教育などが
とりあげられた。われわれの教室の脊椎外科の仕事は充
分国際的な場でも通用し大変好評を得たことを自負して
いるが，この学会を通じ全般的にもっとも注目されたの
は人工関節の問題である。股関節，膝関節はいうに及ば
ず，肩，肘，指関節あらゆるところの関節置換の発表が
見られた口同種関節移植の発表も見られるが，この人工
動，拘縮防止の点から人工関節の方がはるかに優れてい
る。股関節では Mckee，Weber，Ring，Harrisなどそ
れぞれ多数例で優秀な成績を発表した。この領域におい
て世界の主導的立場を自認している Mckee，Charnley， 
Ringはいづれも UnitedKingdonであり英国医学の
伝統と力強さをまざまざと知らされる思いであった。 
Mckee，Charnley共に 1962年以来人工臼蓋と骨盤
間，あるいは大腿骨と人工骨頭の聞に bonecement 
(methacry lic acid の monomer と polymer) を
用い，またたく聞に全ヨーロッパにおける手術例は l万
例を突破しているという。他方セメントを使用しない 
Ring も1964年以来 100例以上のすぐれた成績を述べ，
セメントを必要とするか否かの問題，人工関節型式相互
間の優劣は早急には当分解決つかないと思われた。膝
の人工関節も hingedjointを有する Sheiers の 138
例， Waldiusの 20年間の 206例の経験， さらに 1969
年以来のフランス一派の GUEPAR prosthesis (Le 
group pour 1 'utilisation et 1 'etude des prostheses 
articulaires) のすぐれた報告，他方では大腿骨下端
の mold と腔骨板 prosthese をくみ合わせたような 
Freemanと Swansonの75例の hingeless jointの
発表などがつぎ、つぎ、と行なわれ，ここでも英国をはじめ
とするヨーロッパ勢がリードした。会場の展示場では 
Zimmer などの業者が自社の人工関節， 人工骨頭の 
sphericityをチェックするために， talyrond machine 
を動かし polargraph で表面の完壁さを誇示してい
る。こと当分世界の関節外科の話題の中心は人工関節に
集約される趨勢にあると考えられた。これに反しわが国
におけるこの分野の開発状況はどうであろうか?わずか
数社の小メーカーが作成にあたっているが各社閉鎖的で
交流もなく，金属プラスチックの材質がどのようにチェ
ックされているか，われわれにも判らない。 1コ10数
万円もする外国製品をもっぱら使用したがる医師側の体
質にも問題がある。イランから SICOT にたった l人
参加したという若い整形外科医が私に「日本では人工関
節が作れないのか? どうして貴方がたは自国のものを
使用しないのか? 世界に発表をしないのか ?Jと素朴
な質問をなげかけて来，私は言葉に窮した。全般的な点
ではわが国の整形外科の水準はヨーロッパのどの国をと
ってもひけをとらない。新らしい技術の吸収にも大変敏
感である。しかし originalityに乏しいのもまた残念乍
ら事実である 私はつぎの 4年後の SICOT には全世O
界に向って人工関節の領域でわが国独自のものはこれだ
と胸を張っていえるようにしたいと思っている。 
関節と比較した場合，こと関節に関しては術後早期の可 受付)31 1.973.(1
